
意向調査の結果を⾊分け（塗り）で反映
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・規模拡⼤（緑）、現状維持（⻩緑）、規模縮⼩（⻩）、継続困難（ｵﾚﾝｼﾞ）、廃業予定（⾚）



除外する（農振農⽤地外）農地を⾊分け（模様）

• 除外する（農振農⽤地外の農地）を農林課データを活⽤し、模様分けする。
①【⾊分け（模様）】−②【プラス】ボタンで条件を追加 −③【条件名を⼊⼒】

−④【基準となる項⽬】
を選択。

−⑤【プラス】ボタンで
基準項⽬を追加。

−⑥【条件を作成】
−⑦⾊分け（模様）を指定
−⑧【適⽤】で設定完了。
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①

②

③

④

⑤

⑥ ⑦

⑧



・農振農⽤地外（網掛け）

23

意向調査の結果を⾊分け（塗り）し、模様分けも同時に反映



設定したスタイルを地図に反映

24

• 意向調査の結果、農振農⽤地外の農地の⾊分け、模様分けを反映する。
①【地図管理】−②【スタイル適⽤】−③【農地区画】で、④【⾊分け（塗り）】や
⑤【⾊分け（模様）】の設定した内容を選択。−⑥【適⽤】で設定完了。

①
②

③
④ ⑤

⑥



⽬標地図（素案）の原案の印刷準備完了

25



⽬標地図（素案）の原案の印刷（PDF化）

26

• 参照先→マニュアル・よくある質問
システム操作研修会資料「研修会資料」−「＜2023年度資料＞【操作説明資料⑤】⽬標
地図（素案）作成機能_2023年8⽉更新」−「P56 ⽬標地図素案の印刷」

①【地図管理】−②【印刷】−③⽬標地図エリアや縮尺等を設定。−④【PDF出⼒】

①
②

③

④



⽬標地図（素案）エリアが設定した縮尺（1/2000）では、
テンプレート（A0横）に収まらない場合の印刷（PDF化）
のイメージ

27

①

• ①〜⑧でそれぞれPDF化（エリアが広すぎると、⾮常に印刷の⼿間がかかる。）
• 作業中は、どこをPDF化しようとしているか、どこまで済んだかなどご注意ください。

（例）

② ③

④⑤⑥

⑦ ⑧



PDFを印刷し、貼り合わせれば完成。
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• A3サイズ×８枚を１組として貼り合わせると、⽬標地図
（素案）の原案が完成。⾒本（A0横：A3サイズ縦×８枚）

• この原案を協議の場に提⽰し、出し⼿受け⼿の
最新の意向を把握して補正を⾏い、⽬標地図（素案）を完成させたい。



• サポートシステムによる⽬標地図（素案）作成に向けた
作業過程で分かったこと。

【良い点】
①農地の権利移動がリアルタイム
②多彩な地図スタイル（⾊ぬり、模様）設定が可能

【困った点】
①農地の区画（⾯積）が⼩さいと、ラベル表⽰（地番等の情報）が地図に表⽰されない。
②地図エリアが広すぎると、印刷（PDF化）が容易でない。
③農地の筆界について（筆界データの更新がされない）

・最新の地籍調査後データや、分筆が反映されない。
・最新の⼟地改良図が反映されない。

④⽬標地図等の活⽤について
・受け⼿の⼈数が各地域で５０名を超えるので、

⾊分けや模様組合せでも⾒分けがつかない。
数字等による区分も検討中。

・せっかく⾊分けした意向調査の結果や、農地
パトロール判定結果（緑・⻩・⾚）の情報が、
タブレットには反映されない。⾊分けされない。
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最後に、

これらの解消を是⾮お願いします。



ご清聴、誠にありがとうございました。
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